
開催日時：2025年9月2日（水）13：30～15：30（13：00受付開始）

場所：北海道札幌市中央区北5条西5丁目7番地 sapporo55 5F

定員：先着50名様

参加費無料

【主催】 職業訓練法人キャリアバンク職業訓練協会
【協賛】 ⼀般社団法⼈ネパール⼈労働者⽀援協会（NWSO）

インターネットお申込みフォームにてお申込みください
お申込みはＱＲコードをスマートフォンのカメラで撮影もしくは下記インターネットアドレスを⼊⼒いただき、
お申込みページに必要な情報をご⼊⼒ください。

セミナーエントリーページはコチラ→https://nwso.or.jp/seminar-detail/

プログラム

13:30 ネパール人材の特徴と採用成功のポイント

13:00 受付開始

ネパール人技能実習生・特定技能
採用セミナーのご案内

一般社団法人ネパール人労働者支援協会 代表理事 山野 新一郎

14:15 外国人労働者受入で企業の活性化を図るためには

「なぜネパール人なのか？」「ネパール人技能実習生、特定技能を採用の流れと注意点は？」「2025年７月から始
まったネパール特定技能ガイドラインとは？」などについて、 ９年間のネパール人と日本のマッチング支援活動に
より組んでいる協会代表より、明日からの募集活動に役立つお話をいたします。

職業訓練法人キャリアバンク職業訓練協会 事務局長 古島 典子

外国人技能実習制度・特定技能制度により、外国人労働者が国内での主要な産業を支えています。
両制度による外国人受入に関する多くのサポート実績から、企業を支える監理団体・登録支援機関はじめ、社会
保険労務士、行政書士との連携の必要性をお話します。又企業で働く外国人への対応を企業側視点とともに、外
国人の視点からのお話も致します。

15:00 業職種別分科会
ネパールが得意とする「介護」「建設」分野についての分科会。
分科会では募集成功のポイント解説に加え、ネパール現地をライブで繋ぎ、候補者とのディスカッション、ネパール
現地でのトレーニングの様子などをご覧いただきます。

申込方法 セミナーエントリー
はコチラ ↓

オンライン参加可能



今、ネパールが注目される理由

出典：厚⽣労働省「外国⼈雇⽤状況」の届出状況まとめ

（令和6年10⽉末時点）

出典：在ネパール日本国大使館

図説ネパール経済-2025より

✓ 日本人と似た性格・文化
ネパール人はとても控えな人が多く。他人と揉めることを嫌います。

✓ 超親日の国ネパール
ネパールの若者や親御さんたちは、安心で安全で発展した日本を信じてくれています。

✓ 毎年約50万人が海外に向かう出稼ぎ大国ネパール
ネパールでは毎年ベトナムの3倍以上の若者が中東諸国やマレーシアなどに出稼ぎに出ています。

✓ 高い日本語センス
ミャンマー同様ネパール語は日本語と語順が同じ。8割のネパール人が6ヶ月でN4合格します。

国籍別 在日外国⼈労働者の割合 ネパール海外出稼ぎ労働者数

単位（万人）

2022/2023 2023/2024 増減

1 マレーシア 190.7 198.9 4%

2 カタール 165.0 169.0 2%

3 サウジアラビア 132.1 139.4 6%

4 UAE 89.0 102.1 15%

5 クウェート 23.1 26.0 12%

6 バーレーン 8.0 8.5 6%

7 韓国 7.7 9.0 17%

8 オマーン 4.9 5.2 6%

9 日本 2.9 4.0 36%

10 アフガニスタン 1.6 1.6 0%

11 レバノン 1.3 1.3 0%

12 イスラエル 1.0 1.0 3%

13 その他 22.0 29.3 33%

合計 649.3 695.3 7%

⼀般社団法⼈ネパール⼈労働者⽀援協会（NWSO）

〒542-0061 ⼤坂市中央区安堂寺町2-3-5 第 18松屋ビル3階
Tel ： 06-6777-6683
ホームページ：https://nwso.or.jp/
email：info@nwso.or.jp

職業訓練法人キャリアバンク職業訓練協会

〒060-0005 北海道札幌市中央区北5条西5丁目7番地 sapporo55 5F
Tel ： 011-207-6540
ホームページ：https://www.cb-school.com

email：ginou@cb-school.com

従来ネパールでは日本への特定技能労働者の送出しに関するガイドラインはなく、ネパールの日本語学校へ
の直接求人や日本に住むネパール人を介した求人が可能でした。
2025年7月、ネパール政府はネパール人特定技能募集に関するガイドラインを策定。2025年7月より運用
を開始する。今回のガイドラインでは、ネパール人特定技能労働者の求人依頼から入国までの手続きやネ
パール関係機関、日本の受入機関の役割、責任を定めました。

ネパールガイドラインとは
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